







































と 管 理 意 識 に 醐 酷 が 生 じ 、 乱 伐 が 一 気 に 進 行 し た 。 こ の よ う な 現 状 の 中 、 伐 採 権 シ ス テ ム は サ パ
州 で は 既 に 廃 止 さ れ 、 資 源 の 帰 属 意 識 を 高 く 持 つ 業 者 に 100 年 の 長 周 期 で の 森 林 管 理 を 委 譲 す る
シ ス テ ム に 移 行 し つ つ あ る 。 す な わ ち 、 管 理 主 体 は 長 期 的 に 森 林 を 利 用 し て 、 経 済 的 利 益 を 得 て
し 、 か な け れ ば な ら な い 。 各 施 業 区 ( F M U : Forest M a n a g e m e n t  Unit 毎 に ) を 委 任 さ れ る 管 理 主
体 は 、 「 持 続 的 な 森 林 利 用 」 を 少 な く と も 100 年 の 単 位 で 、具 現 す る 管 理 計 画 を 持 っ て い な け れ ば
な ら な い 。 多 く の F M U で は 、 過 去 の 乱 伐 の た め に 、 現 行 の 森 林 法 で 許 容 さ れ る 伐 採 可 能 な 木 材
資 源 を ほ と ん ど 、 持 っ て お ら ず 、 森 林 の 利 用 は 1 ) 未 利 用 樹 種 の 活 用 ( 例 え ば 、 こ れ ま で 利 用 さ れ
て こ な か っ た 在 来 早 生 樹 = パ イ オ ニ ア 樹 種 Octomeles s u m a t r a n a の 活 用 ) 、 2) 外 来 早 生 樹 の 植
林、 3 ) 比 較 的 材 積 の 高 く 残 っ て い る 森 林 へ の 低 イ ン パ ク ト 伐 採 の 導 入 、 4 ) エ コ ・ ツ ー リ ズ ム
の 導 入 な ど 、 多 様 化 し つ つ あ る 。 こ こ で は 、 生 物 多 様 性 は 「 持 続 的 な 森 林 利 用 J を 達 成 し た か ど
う か を 判 断 す る 「 基 準 と 指 標 J で あ り 、 エ コ ・ ツ ー リ ズ ム の flagship で も あ る ( 例 え ば 、 オ ラ ン
ウ ー タ ン ) 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、 森 林 管 理 主 体 ( 伐 採 業 者 ) の 中 に 生 物 多 様 性 を 資 源 あ る い は 資
源 を 管 理 す る た め の 基 準 と 見 な す 意 識 が 徐 々 に 浸 透 し て い る 。 こ こ で の 生 物 多 様 性 保 護 の 動 機 は
あ く ま で 、 市 場 原 理 で あ っ て 、 山 地 の 保 護 区 で 行 わ れ て い る よ う な 法 の 遵 守 が 動 機 で は な い 。 逆 に 、
生 物 多 様 性 に 経 済 的 動 機 付 け を 積 極 的 に 行 う こ と で 、 持 続 的 森 林 利 用 が 本 来 的 な 意 味 を 持 ち う る
可 能 性 も 出 て き た 。 以 上 の よ う に 、 同 じ 熱 帯 に あ り な が ら 標 高 を 異 に す る 気 候 帯 で は 、 森 林 利 用
形 態 と そ の 変 遷 に 大 き な 差 が 見 ら れ る 。 ど ち ら に あ っ て も 、 森 林 利 用 変 遷 の ド ラ イ ピ ン グ ・ フ ォ
ー ス は 人 口 増 加 で は な く、 経 済 開 発 で あ る 。 し か し 、 早 く か ら 原 生 性 と 生 物 多 様 性 に 価 値 付 け を
行 い 「 ト ッ プ ダ ウ ン 型 J の 保 全 を 行 う 山 地 と 、 収 奪 的 な 利 用 か ら 始 ま り 市 場 原 理 に よ っ て 生 物 多
様 性 へ の 回 帰 が 萌 芽 し つ つ あ る 低 地 で は 、 人 と 自 然 の 関 わ り 方 が 対 照 的 で あ る 。
e  
1 9 7 3 s  
N  
JA  
L e g e:n d s  
1 9 9 1 s  
2 5  K 何可
2 0 0 2 s  
- ル釦前調'I~"o r  4 e I t . $ e  D ; p f eI O 帽 申 向 耐
震. 5 < < x n u I or y  D 年 増 ' e t r X 場 η 'fo開 場 宮
E コ B 蝿 . " 怖 " が m u l o r  o d r o r  'I4fUf C I t : 即 e r
- 圃 . s . 棺 0 1 ' 0 ; - .， 
暫~.叫加叫Jit!l4
- 事 南 極 色 町 O T St>1J脚 色 ' "'
C 二 ] H o:ur 
キ ナ パ ル 山 に お け る 森 林 利 用 変 化 (Mulyanto D a r m a w a n 東 京 大 学 博 士 論 文 2 0 0 4 原 図 )














o 2S Km 







Main Land use Main Land use 
Logging forest Protected area 
Plantation Shifting cultivation 
Driving force: 
by companies Loggmg 
Driving force: 
(conventional & Reduce 
Civilian and Economic 
Impact Logging) 
68 
Shitiing cultivation 
